
引
搦
、
甕
照
論
丈
の
批
判
等
が
殆
ど
省
略
ぜ
ら
れ
て
る
る
嫌
に
あ
る
が
、

然
し
こ
れ
ほ
又
一
面
繋
汎
な
櫻
蘭
史
た
吾
人
に
．
単
易
に
且
概
括
的
に
了
解

ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
。
術
縷
傭
研
究
の
双
魚
、
上
布
涼
爾
地
方
の
地
勢

の
饗
蓬
に
閲
剛
す
・
る
思
出
早
が
加
〃
へ
ら
」
れ
て
る
る
こ
と
、
巻
頭
に
如
蝦
蘭
…
旗
櫨
の

獲
見
者
G
D
〈
o
躍
国
。
臨
三
氏
が
序
丈
た
寄
ぜ
て
、
氏
の
獲
見
に
か
㌧
ろ
古
文

磐
類
の
研
究
が
、
H
卵
鵠
…
ヨ
燭
氏
よ
り
鋭
○
。
舞
ρ
畠
敏
授
に
、
更
に
又

本
書
の
寒
地
鋭
譲
。
毒
差
身
氏
に
と
窟
縫
が
れ
☆
有
様
為
、
言
に
ゾ
本

書
の
生
ひ
立
ち
の
詑
な
深
い
感
慨
な
以
て
記
し
て
み
ろ
の
も
看
逃
ぜ
ら
れ

な
い
こ
と
で
瀞
の
る
。
（
…
山
ハ
○
頁
）
、
挿
澱
凪
山
加
点
ハ
、
附
襯
岡
七
　
び
Φ
団
℃
N
置
開
司
。

〉
し
犀
。
多
野
庶
男
．
匿
．
O
娠
。
…
晦
蜷
ー
メ
軌
。
）
〔
内
田
〕

⑳
駄
入
の
支
那
研
究

石
田
幹
之
助
著

　
墨
・
東
酉
に
蓮
じ
乗
る
博
学
の
士
石
田
氏
が
筆
な
と
っ
て
「
敵
人
の
支
那

研
究
」
な
ろ
一
書
な
も
の
ゼ
ら
れ
訊
μ
o
待
墓
久
し
か
り
し
本
書
を
机
上
に

備
ふ
る
た
得
．
穴
事
な
霧
常
な
喜
び
と
す
る
。

　
さ
て
本
書
の
内
払
な
一
瞥
す
る
に
、

　
一
、
序
観
　
二
、
古
代
及
中
世
初
朗
に
於
け
ろ
支
那
に
饗
す
ろ
智
識

三
、
中
世
後
期
に
於
け
る
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
支
那
に
關
マ
ろ
智
識
　
四
、
蒙

古
人
勃
興
噂
代
に
於
け
る
支
那
に
点
す
ろ
智
識
　
六
、
東
印
度
航
路
の
嚢

見
と
駄
人
の
東
航
宜
教
師
の
支
那
研
究
支
那
學
の
成
立
な
ろ
六
章
に
分
力
、

る
。
其
概
略
な
蓮
ぶ
れ
ば
、

　
第
二
章
古
代
に
於
て
に
西
暦
紀
元
前
後
「
ギ
リ
シ
ャ
」
入
の
問
に
支
那
が

「
セ
サ
ケ
」
「
セ
レ
ス
」
の
名
に
よ
一
り
て
知
ら
、
れ
る
b
と
戯
ハ
に
誤
爆
々
「
シ
ン
し
「
シ

轟η
霧trJl

介

ナ
イ
」
の
名
葎
以
て
知
ら
れ
六
二
派
の
智
識
が
葎
在
し
た
事
な
説
き
、
中

世
初
期
に
於
て
に
東
・
ー
マ
と
突
蕨
と
の
交
渉
に
廃
り
て
、
支
那
ほ
「
タ

ウ
ガ
ス
」
「
テ
ニ
ス
タ
ン
し
な
る
名
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
糞
り
と
言
ふ
Q

　
第
三
章
中
世
後
期
と
な
ろ
や
ア
ラ
ビ
ヤ
人
の
活
動
繕
蝿
ま
し
い
も
の
が

あ
り
、
支
那
な
紹
介
す
う
に
與
っ
て
力
あ
d
り
糞
る
ア
ラ
ビ
ヤ
人
「
イ
プ
ン
・

ホ
ル
ダ
ー
ド
ベ
ー
」
「
ア
プ
ー
サ
イ
琵
」
等
た
説
く
事
極
め
て
詳
細
で
あ
る

　
第
四
章
蒙
古
人
勃
興
時
代
に
入
る
や
膚
歪
な
る
「
プ
ラ
ノ
カ
勘
ド
ニ
」

「
ル
プ
ル
ソ
グ
し
軍
押
ド
鴛
久
「
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
」
の
三
大
黒
行
家
の
報
出
隅
に
關
で
’

る
解
観
至
っ
て
詳
密
で
あ
ろ
。

　
次
章
に
於
て
に
、
元
よ
り
明
初
に
か
け
て
支
那
に
渡
來
ぜ
る
幾
多
の
宜

教
師
及
商
人
に
よ
り
て
書
・
せ
残
さ
れ
れ
る
三
三
並
に
報
告
、
即
ち
前
者
の

作
に
か
・
る
「
ナ
ー
．
り
こ
の
紀
行
東
方
タ
ル
タ
リ
奇
閉
，
或
に
後
者
の
「
商

業
指
需
田
」
等
な
既
艶
物
代
に
㍉
於
け
る
串
火
一
徹
に
…
醐
て
る
智
一
誠
と
し
て
蓮
べ
ら
れ
“

更
に
歓
人
で
に
な
い
が
東
方
の
見
聞
な
西
洋
に
矯
ら
し
カ
も
の
と
し
て
忘

れ
る
事
の
南
桝
來
ぬ
「
イ
プ
ン
・
バ
ソ
ー
タ
し
の
ノ
｛
畢
臆
以
た
伽
物
げ
て
あ
ろ
。

　
最
後
の
章
に
於
て
は
東
印
燦
航
路
の
嚢
兇
以
後
支
那
に
誉
れ
る
宣
教
師

の
支
那
研
究
に
就
い
て
蓮
べ
ら
れ
こ
の
聯
代
た
翼
に
癌
曝
し
て
1
明
溝
鼎

革
の
隠
代
及
鷹
煕
帝
の
嗣
撰
、
E
康
煕
申
藥
よ
り
雍
正
畔
引
、
盟
乾
隆
蒔

代
の
三
と
な
す
。
議
し
て
歓
人
の
眞
の
意
昧
に
於
け
ろ
支
那
研
究
に
こ
の

時
代
に
始
ま
り
、
こ
㌧
に
敵
て
敵
人
の
丈
那
蟻
は
成
立
ぜ
る
も
の
と
見
倣

さ
れ
、
各
期
為
逝
じ
て
支
那
研
究
に
貢
献
し
六
宣
敏
急
難
に
其
の
功
績
を

蹴
く
纂
詳
細
で
あ
る
。
然
し
こ
』
に
一
々
列
聾
す
ろ
絵
裕
な
有
し
な
い
爲

に
省
略
す
ろ
0
最
後
に
近
世
支
那
學
の
鼻
縄
と
云
ほ
れ
る
「
レ
ミ
ュ
謬
ザ
一
．

　
　
　
　
　
　
　
鎮
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
玉
○
一
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紹

介

並
に
「
〃
ラ
プ
ロ
ー
ト
し
の
支
那
研
究
の
有
様
尋
記
し
て
筆
恥
と
穿
め
て
居

ら
れ
る
。

　
蓋
し
か
》
ろ
種
類
の
研
究
な
集
大
成
し
象
ろ
に
實
に
氏
の
こ
の
著
弱
な

以
て
鴨
矢
と
す
う
も
の
と
思
ふ
。
氏
が
雑
多
な
資
料
存
よ
く
取
捻
し
て
僅

々
二
百
五
十
漢
籍
の
書
物
に
纒
め
ら
れ
表
る
努
力
見
識
に
敬
服
す
る
。
又

諸
研
究
者
の
墨
黒
並
に
其
の
背
景
為
な
す
癖
代
の
概
略
恩
讐
べ
ら
れ
由
る

事
に
初
期
者
に
と
り
て
こ
の
上
も
な
い
便
宜
で
あ
ろ
。
只
著
者
が
人
名
地

名
に
黙
し
て
從
來
の
慣
弼
為
棄
て
・
「
ペ
ー
タ
ー
し
な
「
ピ
ョ
ー
ト
ル
」
に

「
オ
ゴ
タ
イ
し
を
「
エ
ゲ
デ
イ
」
と
改
め
ら
れ
力
見
識
に
に
敬
服
す
う
も
、
　
】

歩
遽
め
て
其
の
原
字
為
本
丈
に
示
さ
れ
六
な
ら
ば
讃
者
の
便
宜
ほ
よ
り
大

で
あ
ら
う
と
愚
ふ
（
著
暫
鷺
ら
凡
例
に
云
は
れ
ろ
所
で
は
あ
る
が
）
又
本
書

に
於
て
ば
「
ク
ラ
ブ
ロ
ー
｝
し
以
後
に
及
ば
な
い
事
に
非
常
に
物
足
り
な
く

惑
．
《
ら
れ
る
。
然
し
近
地
將
來
に
於
て
、
こ
れ
に
績
く
力
作
が
現
れ
る
で

あ
ら
う
事
た
期
待
し
て
や
ま
な
い
爽
第
で
あ
る
。

　
A
マ
こ
㌧
に
紹
・
介
す
ろ
に
■
静
田
っ
て
本
勲
酒
の
一
義
偵
な
糠
陣
へ
得
な
い
事
た
汎
心
れ
．

　
る
。
願
に
く
ば
親
し
く
本
書
に
つ
い
て
一
毛
ぜ
ら
れ
幻
夢
な
切
望
す
、

（
共
立
鮭
獲
行
、
現
代
史
學
大
系
第
入
谷
、
造
影
査
圓
五
拾
銭
）
〔
山
本
〕

囎
東
西
交
渉
史
の
研
究
南
海
篇

藤
況
　
豊
八
著

「
來
洋
史
研
究
の
趨
り
し
ょ
り
既
に
三
十
平
年
、
そ
の
間
東
西
大
學
の
教

授
及
び
総
勢
潜
に
し
て
こ
れ
に
從
濾
し
、
．
更
界
へ
貢
献
し
六
る
も
の
少
な

か
ら
ず
。
而
し
て
西
城
方
磁
の
開
拓
者
と
し
て
に
、
先
づ
爽
京
の
白
鳥
博

士
、
京
都
の
故
桑
原
博
士
な
推
さ
ざ
う
た
得
す
Q
そ
の
．
研
究
論
丈
の
嚢
表

第
や
七
巷
　
第
三
號
　
　
五
〇
二

ぜ
ら
れ
六
る
も
の
顛
る
多
き
ほ
人
の
知
る
灰
な
り
。
但
南
海
方
醗
に
聡
し

て
に
、
こ
れ
に
手
恥
著
け
し
も
の
少
な
く
、
そ
の
研
究
1
！
西
城
方
癒
に
比

し
て
遜
色
あ
、
り
寄
b
然
る
に
大
正
の
初
め
頃
よ
り
こ
の
方
葱
の
閉
妬
尋
試

み
、
突
如
と
し
て
頭
角
た
典
界
に
顯
に
し
れ
う
も
の
あ
り
、
こ
れ
存
殻
剣

難
鱗
田
縛
士
と
な
す
し
と
ぽ
東
洋
紙
牌
の
先
遙
市
村
博
士
が
本
書
序
文
の

勢
頭
に
題
ゼ
ら
れ
糞
…
角
で
あ
っ
て
、
故
藤
田
博
士
の
醸
縄
跳
よ
く
君
ひ

褒
に
し
公
も
の
と
思
ふ
9
故
藤
田
博
士
は
明
治
ニ
ナ
入
導
束
大
卒
業
後
劇

峯
の
號
た
以
て
支
那
女
十
哲
學
の
方
面
に
縦
繊
の
填
た
輝
ひ
、
や
が
て
支

那
に
渡
り
教
育
事
業
と
操
飯
界
と
に
活
躍
さ
れ
て
或
に
支
那
乱
交
關
係
の

諸
論
丈
と
な
っ
て
現
艮
れ
或
は
蒔
事
問
題
な
論
じ
六
感
没
策
と
な
つ
象
と

共
に
、
そ
の
間
に
一
面
評
多
の
書
籍
為
蒐
集
譲
破
さ
れ
て
純
乎
表
ろ
更
的

研
究
た
試
み
ら
れ
、
蘇
に
支
那
な
㎏
心
と
す
る
束
西
交
渉
史
の
研
究
に
泓

頭
さ
れ
索
の
で
あ
っ
糞
。
其
の
成
果
が
明
治
末
年
の
麟
朝
前
後
よ
り
學
界

に
問
ば
れ
て
遽
に
、
跳
に
一
書
羅
な
ぜ
る
南
海
篇
に
牧
め
ら
れ
実
諸
論
丈

と
な
り
、
又
や
が
て
近
く
上
梓
の
「
西
域
篇
」
に
澱
め
ら
れ
る
諦
論
交
と
な

つ
カ
の
で
あ
る
。
再
し
て
故
藤
田
博
士
の
研
究
が
愈
々
進
み
學
界
均
し
く

E
像
た
仰
い
だ
の
ぽ
大
蕉
末
期
よ
り
昭
和
に
か
け
六
数
年
問
で
あ
っ
て
、

明
敏
輸
頭
贋
と
鋭
利
な
魏
察
と
に
よ
り
萌
人
未
踏
の
新
天
地
た
開
拓
し
斬

薪
奇
警
な
薪
學
説
に
｝
毛
玉
言
動
ぜ
し
め
ら
れ
カ
の
で
あ
っ
糞
。
さ
て
本

書
牧
齢
す
る
班
ほ
大
正
二
年
一
月
東
洋
學
報
に
掲
載
の
「
狼
牙
驚
國
考
し
以

下
、
昭
和
ご
年
十
　
月
炎
學
雑
誌
班
載
の
「
佛
徒
の
印
像
に
つ
き
て
」
迄
の

二
十
三
篇
に
及
び
、
下
れ
も
東
洋
媒
・
報
、
東
亜
研
究
、
藝
丈
、
吏
學
雑
誌

東
洋
暗
報
、
更
林
及
び
白
鳥
樽
士
還
贋
記
念
東
洋
吏
論
叢
に
粥
載
さ
れ
六

（i？s）


